
☞☞
　　

　　
1
2

月
定

例
会

の
概

要
1
2

月
定

例
会

の
概

要

☞
　

☞
　

1
2

月
定

例
会

　
1
2

月
定

例
会

　
一

般
質

問
に

7
人

登
壇

一
般

質
問

に
7

人
登

壇

☞
　

☞
　

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

「
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
「
か

る
ま

い
町

に
住

ん
で

み
て

」
か

る
ま

い
町

に
住

ん
で

み
て

」

主
な

内
容

主
な

内
容

２２７７1
6

1
6

令
和

令
和

８８
年年

１１
月月

2828
日

発
行

日
発

行

№№
2
4
4

2
4
4　　

議
会

だ
よ

り
議

会
だ

よ
り

今
回

の
表

紙
は

今
回

の
表

紙
は

　　

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

1
1

月
2
3

日
か

ら
１

月
1
8

日
ま

で
軽

米
1
1

月
2
3

日
か

ら
１

月
1
8

日
ま

で
軽

米

町
防

災
セ

ン
タ

ー
を

会
場

に
「

か
る

ま
い

冬
町

防
災

セ
ン

タ
ー

を
会

場
に

「
か

る
ま

い
冬

灯
り

illu
m

in
a
tio

n
2
0
2
5
」

が
開

催
さ

れ
灯

り
illu

m
in

a
tio

n
2
0
2
5
」

が
開

催
さ

れ

ま
し

た
。

さ
ま

ざ
ま

な
色

の
光

が
創

り
だ

す
ま

し
た

。
さ

ま
ざ

ま
な

色
の

光
が

創
り

だ
す

非
日

常
的

な
光

景
は

、
軽

米
町

の
夜

を
照

ら
非

日
常

的
な

光
景

は
、

軽
米

町
の

夜
を

照
ら

し
、

た
く

さ
ん

の
見

物
客

の
心

を
癒

し
て

い
し

、
た

く
さ

ん
の

見
物

客
の

心
を

癒
し

て
い

ま
し

た
。

ま
し

た
。
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 令和７年 12 月定例会

農
地
農
地
等
の
災
害

等
の
災
害
復
旧
費

復
旧
費
３
千
万
円
を
専
決

３
千
万
円
を
専
決

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を
新
た
に

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を
新
た
に
創
設
創
設

　
12
月
定
例
会
（
第
19
回
定
例
会
）
は
12
月
１

日
か
ら
10
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

４
日
と
５
日
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
７
人

の
議
員
が
登
壇
（
質
問
内
容
な
ど
は
７
ペ
ー
ジ

か
ら
14
ペ
ー
ジ
ま
で
）
し
ま
し
た
。

　

農
地
等
の
災
害
復
旧
費
に
関
す
る
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認
の
ほ
か
、
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
に
関
す
る
新
条
例
の
制

定
、
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
改

正
や
林
野
火
災
注
意
報
な
ど
に
対
応
す
る
火
入

れ
等
の
条
例
の
一
部
改
正
９
件
、
給
与
改
定
等

を
含
む
一
般
・
特
別
・
事
業
会
計
補
正
予
算
８

件
な
ど
19
議
案
を
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
専
決
処
分
の
内
容
は
、

10
月
31
日
か
ら
11
月
１
日

に
か
け
て
発
生
し
た
豪
雨

に
よ
る
農
地
等
の
災
害
復

旧
費
の
補
正
予
算
で
す
。

　

下
野
場
地
区
で
は
、
農

地
法
面
が
崩
落
し
、
水
路

が
埋
そ
く
す
る
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
豪
雨
に
よ
る
農
地

や
農
業
用
施
設
等
の
被
害

復
旧
工
事
費
な
ど
を
含
め

て
３
０
５
１
万
円
を
追
加

補
正
し
ま
し
た
。

豪
雨
で
法
面
崩
れ
る
被
害

新
条
例
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

　
　
　
　
　
　

～
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
応
援
～

　
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
、
通
称
「
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
」
に
関
わ
る

新
た
な
条
例
は
、国
の「
こ

ど
も
未
来
戦
略
」
に
基
づ

い
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
す
べ
て

の
子
育
て
家
庭
を
応
援
す

る
も
の
で
、
就
労
要
件
を

問
わ
ず
に
時
間
単
位
で
柔

軟
に
保
育
園
の
利
用
が
で

き
ま
す
。
利
用
対
象
者

は
、
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
０
歳
６
か
月
か
ら
満

３
歳
未
満
の
子
ど
も
。
月

10
時
間
の
範
囲
内
で
、
時

間
単
位
で
の
利
用
が
可
能

で
す
。
利
用
す
る
場
合
に

は
、
利
用
登
録
申
請
と
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。
保

育
施
設
と
保
護
者
が
利
用

前
の
面
談
を
行
い
、
予
約

す
れ
ば
利
用
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

選
挙
ポ
ス
タ
ー
費
等
を
改
正

用
し
て
い
な
い
３
歳
未
満

の
乳
幼
児
に
も
集
団
行
動

等
の
経
験
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
町
議
会
議
員
及
び
町
長

選
挙
の
選
挙
運
動
用
の
ビ

ラ
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す

る
場
合
の
公
費
負
担
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
１
枚

当
た
り
の
作
成
単
価
は
７

円
73
銭
か
ら
８
円
38
銭

に
。
ポ
ス
タ
ー
１
枚
当
た

り
の
作
成
単
価
は
５
４
１

円
31
銭
か
ら
５
８
６
円
88

銭
へ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

専決処分とは？

　町長が議会の議決を待たずに、条例や

予算の変更などを決定することで、緊急

の場合や議会を招集する時間がない場合

に行います。

　迅速な対応が求められる状況で活用さ

れ、災害時の緊急予算などで行われます。

　

町
で
は
、
花
の
ま
ち
軽

米
こ
ど
も
園
で
の
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る

一
時
預
か
り
制
度
は
、
保

護
者
の
突
発
的
な
事
情
等

が
あ
る
時
に
利
用
で
き
る

も
の
で
す
が
、
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
は
、
理
由

を
問
わ
ず
に
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
一
時
預
か
り

と
併
用
も
可
能
で
す
。

　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
に
よ
り
、
保
育
園
を
利

保育園行事の様子（クリスマス会）

豪雨の影響で崩落した農地法面

　

令
和
８
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
軽
米
町
議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
般
質
問
の
時
間
制
限
の
導
入
、
次
期
改
選
時
か
ら
議
員
定

数
の
２
減
の
10
人
と
し
発
議
案
可
決
、
議
会
と
し
て
大
き
な
改
革
を
な
し

と
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
も
要
望
し
議
会
改
革

調
査
特
別
委
員
会
を
閉
じ
ま
し
た
。
引
き
続
き
議
会
改
革
は
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
調
査
特
別
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
会
の

総
意
で
政
策
提
言
し
て
お
り
ま
し
た
、
若
者
世
代
の
定
住
促
進
住
宅
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
や
っ
と
予
算
化
さ
れ
今
年
は
形
が
見
え
て
来
ま
す
。
来

年
度
は
国
内
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
宮
城
県
在
住
軽
米
人
会
の
発
足

も
決
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
遊
び
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し

て
先
が
見
え
て
来
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
各
種
委
員
会
の
活
性
化
を
図
り
、
議
会
の
総
意
で
政
策
提
言
を

続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
議
会
の
傍
聴
に
お
出
か
け
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
町
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

軽
米
町
議
会
議
長　

松
浦　

満
雄
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他町村と比べると低い

と感じることもあるけ

ど、人口規模を考える

と妥当かな？！

 　 　　　 　 　　　７議員の７議員の一般質問一般質問
　日本全国各地で多発

　　林野火災を未然に防止するために
　
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
は
、
林
野
火
災
注

意
報
や
林
野
火
災
警
報
が
発

令
さ
れ
た
場
合
は
火
入
れ
を

行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

改
正
で
す
。

　

令
和
７
年
２
月
26
日
に
発

生
し
た
大
船
渡
市
林
野
火
災

を
受
け
て
、
林
野
火
災
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
火
入

れ
の
条
例
改
正
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

　

火
入
れ
の
許
可
の
期
間

中
で
も
、
林
野
火
災
注
意

報
や
林
野
火
災
警
報
が
発

令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
火

入
れ
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
火
入
れ

中
で
あ
っ
て
も
注
意
報
や

警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
速
や
か
に
消
火
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

福
祉
灯
油
と
は
、
原
油

価
格
高
騰
等
の
影
響
を
受

け
る
低
所
得
者
世
帯
な
ど

の
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

世
帯
に
対
し
て
灯
油
購
入

費
の
一
部
を
給
付
す
る
も

の
で
す
。

　

給
付
対
象
者
は
、
令
和

７
年
12
月
１
日
現
在
で
、

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
世

帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税

で
あ
り
、
か
つ
次
の
項
目

に
該
当
す
る
世
帯
で
す
。

①
高
齢
者
（
昭
和
36
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
だ
け
で
構
成
さ
れ
て

い
る
世
帯
。

②
障
が
い
者
（
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

等
を
所
持
し
て
い
る
方
）

が
同
居
し
て
い
る
世
帯
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
世
帯
。

④
障
害
者
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
が
同
居
し

て
い
る
世
帯
。

⑤
要
介
護
４
ま
た
は
５
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
が

同
居
し
て
い
る
世
帯
。

⑥
ひ
と
り
親
世
帯
（
18
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど

も
を
扶
養
し
て
い
る
世

帯
）。

⑦
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
世
帯
。

　

給
付
額
は
、
１
世
帯
あ

た
り
８
０
０
０
円
（
世
帯

主
に
口
座
振
込
で
給
付
し

ま
す
）
申
請
方
法
は
、
役

場
健
康
福
祉
課
・
福
祉
担

当
に
、
本
人
確
認
が
で
き

る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
）
と
振
込
先
の

通
帳
ま
た
は
カ
ー
ド
を
持

参
し
て
手
続
き
を
行
い
ま

す
。

民
間
と
の
較
差
踏
ま
え

給
料
表
全
体
の
引
上
げ

　
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

を
受
け
、
町
職
員
の
一
般

行
政
職
の
給
料
表
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
民

間
給
与
と
の
較
差
を
踏
ま

え
、
給
料
表
全
体
を
引
き

上
げ
ま
し
た
。
若
年
層
に

重
点
を
お
き
つ
つ
、
中
堅

層
以
上
の
職
員
も
昨
年
を

上
回
り
引
き
上
げ
ま
す
。

　

初
任
給
を
大
学
卒
業
程

度
で
月
額
１
万
２
３
０
０

円
、
高
校
卒
業
程
度
で
月

額
１
万
２
０
０
０
円
引
上

げ
、
高
卒
10
年
目
で
月
額

25
万
１
０
０
０
円
に
、
20

年
目
で
30
万
５
４
０
０
円

に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

期
末
・
勤
勉
手
当
は
、

特
別
職
、
会
計
年
度
任
用

職
員
等
も
含
め
年
間
増
額

率
0.05
月
分
の
引
き
上
げ
で

す
。

　

給
料
表
等
の
改
正

に
よ
る
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６

号
）
は
、
２
０
３
６
万

円
を
増
額
し
、
総
額

75
億
２
８
２
１
万
円
と
な

り
ま
す
。

　令和７年度一般会計補正予算（第
５号）は、福祉灯油や障がい者支援
など、9,687 万円を追加し、総額 75
億 785 万円とするものです。
　主な歳出は、福祉灯油の給付に関
し 906 万円、一般県道二戸軽米線
の道路改良に伴う伝送路移転業務委
託料 291 万円、障害者総合支援法
給付費 4210 万円、障害児通所給付
費 730 万円、児童クラブ運営に関
し長期休校中対応のための人件費
256 万円、こころの相談医師派遣費
22 万円などです。

福祉灯油、
　　　障がい者支援等

９，６８７万円を追加

ぎかいの視点

魅力ある職場づくりに
　県内町村の一般行政職員の平均給与月額（左表）を比較し
てみると軽米町は、町の部では最下位の順位である。
　職員の給与が高いか、安いかは、それぞれ個人の受け止め
方だろうが、最近の若年層の早期退職に影響してはいないか
心配する。
　魅力ある職場づくりのためにも、他町村との競争を勝ち抜
くことが、職員のモチベーションアップにもつながることを
期待したい。

岩手県内町村の平均給与月額の比較
（一般行政職の令和７年４月分）

順位 町村名 平均給与月額
１ 岩泉町 395,078 円

２ 平泉町 389,553 円

３ 西和賀町 383,054 円

４ 雫石町 371,295 円

５ 一戸町 368,819 円

６ 紫波町 366,836 円

７ 矢巾町 363,116 円

８ 金ヶ崎町 359,921 円

９ 洋野町 359,348 円

10 住田町 358,880 円

11 岩手町 356,878 円

12 葛巻町 356,517 円

13 田野畑村 355,451 円

14 山田町 352,694 円

15 大槌町 351,367 円

16 普代村 344,159 円

17 軽米町 337,971 円

18 九戸村 333,161 円

19 野田村 330,529 円 一般会計補正予算（第５号）

若手職員に聞いてみました！

Q.今の給与に満足していますか？

火入れの指導や広報活動の強化など林野火災を起こさない取り組みが大切です

※時間外勤務手当等を含む支給額

実家暮らしなら余裕ある！

一人暮らしとなるときつい

かな？！

日常生活を送るうえで

支障がないから満足！
旅行にたくさん行き

たい人にとっては、

足りないのかも、、、！

生活する分には足りて

るけど、将来への貯蓄と

か趣味にあてるには、、、

生活には支障が

ないし、、満足！

 令和７年 12 月定例会次は
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≪１２月定例会≫

採決結果を紹介
番号等 案件内容

本会議の
採決結果

議案①
令和７年度軽米町一般会計補正予算（第４号）の専決処分に関し承認を求める
ことについて
〔3,051 万４千円を増額し、総額 74 億 1,097 万９千円〕

承　認承　認
（全員賛成）（全員賛成）

議案②

軽米町議会議員及び軽米町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
の一部を改正する条例
〔公職選挙法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、軽米町議会議員及び軽米町長の選
挙における選挙運動の公費負担について所要の改正をしようとするもの〕

可　決可　決
（全員賛成）（全員賛成）

議案③

軽米町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例
〔地方公共団体情報システムの標準化に伴い、住登外者宛名番号管理に係る事務が、個人番
号の独自利用事務になることから、所要の改正をしようとするもの〕

議案④
軽米町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
〔内閣府令による乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準が施行されたことに伴
い、乳児等通園支援事業の基準を定めようとするもの〕

議案⑤ 軽米町火入れに関する条例の一部を改正する条例
〔気象庁が使用する基準等に合わせて、所要の改正をしようとするもの〕

議案⑥

軽米町水道事業給付条例及び軽米町下水道条例の一部を改正する条例
〔災害その他非常の場合において、町長が認めるときには、他の市町村長の指定を受けた工
事事業者が給水装置及び排水設備に関する工事を行うことができるよう、所要の改正をし
ようとするもの〕

議案⑦ 令和７年度軽米町一般会計補正予算（第５号）
〔9,687 万２千円を増額し、総額 75 億 785 万１千円〕

議案⑧ 令和７年度軽米町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
〔4,603 万６千円を増額し、総額 10 億 7,423 万５千円〕

議案⑨ 令和７年度軽米町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
〔145 万２千円を増額し、総額１億 3,255 万２千円〕

議案⑩ 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
〔岩手県人事委員会の勧告に鑑み、所要の改正をしようとするもの〕

議案⑪
特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例
〔諸般の情勢に鑑み、特別職の職員の期末手当の支給割合を改正しようとするもの〕

議案⑫ 議会の議員の議員報酬及びに費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
〔諸般の情勢に鑑み、議会の議員の期末手当の支給割合を改正しようとするもの〕

議案⑬
会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
〔諸般の情勢に鑑み、会計年度任用職員の宿日直手当に相当する報酬の支給限度額並びに期
末手当及び勤勉手当の支給割合を改定しようとするもの〕

議案⑭
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
〔高病原性鳥インフルエンザ等に対処するための作業に従事した職員に係る防疫作業手当に
関する特例処置を講じようとするもの〕

議案⑮ 令和７年度軽米町一般会計補正予算（第６号）
〔2,035 万５千円を増額し、総額 75 億 2,820 万６千円〕

議案⑯ 令和７年度軽米町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
〔83 万８千円を増加し、総額 10 億 7,507 万３千円〕

議案⑰ 令和７年度軽米町介護保険特別会計補正予算（第１号）
〔12 万６千円を増加し、総額 1,127 万４千円〕

議案⑱ 令和７年度軽米町水道事業会計補正予算（第３号）
〔資本的支出を 40 万８千円増額し、総額３億 3,249 万２千円〕

議案⑲

令和７年度軽米町下水道事業会計補正予算（第３号）
〔収益的収入を 45 万 9千円増額し、総額１億 6,503 万円〕
〔収益的支出を 46 万円増額し、総額１億 6,693 万５千円〕
〔資本的収入を 12 万１千円減額し、総額 7,373 万８千円〕
〔資本的支出を 12 万１千円減額し、総額 8,674 万１千円〕

第 19 回定例会第 19 回定例会

一般質問一般質問
　　７人が登壇   ７人が登壇   12 月４日・５日の２日間12 月４日・５日の２日間

掲載されている質問・回答は要
約されています。全文は町議会
ホームページにて公開しており
ますので、ご覧ください。

　町議会ＨＰ
　QRコード▼

一般質問とは一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます・質問者の順番は通告した順番で行われます
・時間の制限は 60 分です・時間の制限は 60 分です

町議会では、令和６年 12 月定例会から、これまでの一括質問一括答弁方式と、新たに一問一答方式を希望により選
択できるよう試行導入しています。質問方式の違いについて紹介します。（制限時間はどちらも 60 分）

・一括質問一括答弁方式　　　議員が質問をすべて一括して質問し、その後、町長らがその質問について一括して答
　　　　　　　　　　　　　   弁を行います。質問回数は再々質問までです。

・一問一答方式　　　　　　     一つの質問事項を質問した後、町長らがその質問事項について答弁を行い、その後に
　　　　　　　　　　　　　    次の項目を質問します。全ての質問を一問一答で行います。質問回数は無制限です。

・熊などの鳥獣対策
・福祉灯油について
・小中学生の就学費負担

　軽減について

・誘致企業について
・軽米高校への今後の支援

・熊の出没について
・高齢者福祉サービスの

充実について

・文化財保護について
・農業政策について

・ か る ま い 文 化 交 流 セ ン   
ターに係る裁判の経過につ
いて

・町の観光について

・さわやかカップル祝金
・すこやかベビー祝金
・耕作放棄の現状と政策

・町の農業振興について

上上
かみやまかみやま

山山　　誠誠
まことまこと

一問一答（８ページ）一問一答（８ページ）

田田
た む らた む ら

村村　せつ　せつ
一問一答（11 ページ）一問一答（11 ページ）

茶茶
ち ゃ やち ゃ や

屋屋　　隆隆
たかしたかし

一括質問一括答弁（12 ページ）一括質問一括答弁（12 ページ）

江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家　　静静
し ず こし ず こ

子子
一括質問一括答弁（14 ページ）一括質問一括答弁（14 ページ）

田田
た な かた な か

中中　　祐祐
ゆうすけゆうすけ

典典
一問一答（９ページ）一問一答（９ページ）

中中
なかむらなかむら

村村　　正正
ま さ しま さ し

志志
一問一答（10 ページ）一問一答（10 ページ）

細細
ほ そ や ちほ そ や ち

谷地谷地　　多多
た も んた も ん

門門
一問一答（13 ページ）一問一答（13 ページ）
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一般質問

田田
た な かた な か

中中　　祐祐
ゆ う す けゆ う す け

典典

問問届出時から１年以内に住所を
有する者とすることについて

今後対象期間の緩和について検討

【
問
】　　
第
１
子
祝
金
の

増
額
を
す
る
こ
と

の
考
え
は
な
い
の
か
。

【
町
長
】　

す
こ
や
か
ベ

ビ
ー
祝
金
制
度
は
平
成
３

年
に
創
設
さ
れ
、
令
和
３

年
に
は
金
額
の
改
定
を
行

い
、
現
在
第
１
子
３
万

円
、
第
２
子
５
万
円
、
第

３
子
10
万
円
、
第
４
子
以

上
20
万
円
の
祝
金
を
お
贈

り
し
て
い
る
も
の
。

　

国
の
事
業
で
は
、
令
和

５
年
よ
り
妊
娠
・
出
産
時

に
10
万
円
相
当
が
支
給
さ

れ
る
「
子
育
て
応
援
ギ
フ

ト
」
制
度
が
始
ま
っ
て
お

り
、
当
町
で
も
対
象
と
な

さわやかカップル祝金

町長町長

耕作放棄の現状と政策

耕
作
放
棄
の
現
状
は

毎
年
新
た
に
耕
作
放
棄
地
等
が
発
生
し
て
い
る
状
況

毎
年
新
た
に
耕
作
放
棄
地
等
が
発
生
し
て
い
る
状
況

問問町
長
町
長

【
問
】　　
耕
作
放
棄
の
現

状
と
増
や
さ
な
い

た
め
の
政
策
は
。

【
町
長
】　

毎
年
新
た
に
耕

作
放
棄
地
ま
た
は
遊
休
農

地
が
発
生
し
て
い
る
状

況
。
こ
れ
ま
で
、
農
地
中

間
管
理
事
業
、
地
域
の
共

同
活
動
や
営
農
活
動
を
支

援
す
る
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
及
び
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
、
耕
作
放

棄
地
が
増
加
し
な
い
よ
う

取
り
組
ん
で
き
た
。
新
た

な
「
軽
米
町
農
業
担
い
手

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」

を
活
用
し
な
が
ら
、
耕
作

放
棄
と
な
る
農
地
の
減

少
、抑
制
に
努
め
て
い
く
。

すこやかベビー祝金

国
の
施
策
や
動
向
を
踏
ま
え
、
支
援
の
充
実
を
優
先

国
の
施
策
や
動
向
を
踏
ま
え
、
支
援
の
充
実
を
優
先

問問町
長
町
長

【
問
】　　
事
情
が
あ
り
、

す
ぐ
に
住
所
を
有

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

の
た
め
、
対
象
者
を
婚
姻

届
出
時
か
ら
１
年
以
内
に

夫
婦
と
も
に
軽
米
町
に
住

所
を
有
す
る
者
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】　

近
年
は
多
様
な

働
き
方
や
職
場
の
事
情
に

よ
り
、
婚
姻
届
出
の
時
点

で
は
、
夫
婦
の
一
方
ま
た

は
双
方
が
町
外
に
住
所
を

置
か
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー

ス
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
。
軽
米
町
へ
の
定

住
意
向
は
非
常
に
高
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
現
行
の

要
件
に
よ
り
祝
金
の
対
象

外
と
な
る
カ
ッ
プ
ル
が
生

じ
、
制
度
の
目
的
と
す
る

「
結
婚
と
定
住
の
祝
福
・

促
進
」
と
い
う
効
果
を
十

分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い

可
能
性
に
つ
い
て
も
認
識

し
て
い
る
。
今
後
対
象
期

間
の
緩
和
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

祝
金
増
額
の
考
え
は

一般質問

上上
かみやまかみやま

山山　　誠誠
まことまこと

問問遊休農地の現状と
今後の取り組みは

農地パトロール等の現地調査を実施し
引き継ぐための取り組みを進める

町の農業振興

町長町長

【
問
】　
地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど

の
遊
休
農
地
対
策
で
遊
休

農
地
の
現
状
と
今
後
の
町

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

【
町
長
】　

遊
休
農
地
の
現

状
は
、
毎
年
行
っ
て
い
る

利
用
状
況
調
査
に
お
い
て

新
た
に
発
生
し
た
遊
休
農

地
面
積
は
、
令
和
４
年
約

34
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令
和
５

年
約
43
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令

和
６
年
約
15
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
っ
て
い
る
。
耕
作
を

続
け
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
農
地
を
農
地
中
間

管
理
機
構
が
借
り
受
け
、

認
定
農
業
者
等
の
担
い
手

に
貸
し
付
け
る
農
地
中
間

管
理
事
業
の
活
用
、
地
域

の
共
同
活
動
や
営
農
活
動

を
支
援
す
る
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
及
び
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
制

度
の
活
用
、
ま
た
町
で

は
10
地
区
の
地
域
計
画
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行

い
、
さ
ら
に
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
現
地
調
査
を

実
施
し
な
が
ら
次
世
代
に

農
地
を
引
き
継
ぐ
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。

【
問
】　
新
規
就
農
者
支

援
事
業
や
軽
米
町

親
元
就
農
給
付
金
事
業
な

ど
の
担
い
手
の
育
成
・
確

保
対
策
の
成
果
と
課
題
、

今
後
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

【
町
長
】　

軽
米
町
親
元
就

農
給
付
金
事
業
で
は
９
名

が
補
助
金
の
交
付
を
受
け

８
名
が
定
着
し
て
い
る
。

　

町
で
は
担
い
手
育
成
・

確
保
の
更
な
る
取
組
を
進

め
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農

業
な
ど
の
新
た
な
取
り
組

状
と
今
後
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

【
町
長
】　

特
定
地
域
づ
く

り
事
業
協
同
組
合
の
勉
強

会
へ
出
席
し
制
度
の
内
容

や
事
例
に
つ
い
て
情
報
収

集
す
る
と
と
も
に
、
他
市

町
村
の
取
り
組
み
状
況
な

ど
の
意
見
交
換
を
し
た
。

ま
た
、
町
内
事
業
者
を
対

象
と
し
た
勉
強
会
を
開
催

し
、
理
解
を
深
め
た
。

　

今
後
も
制
度
の
活
用
を

検
討
し
て
い
る
事
業
者
に

対
し
組
合
の
設
立
、
組
合

運
営
に
係
る
財
政
支
援
等

も
含
め
て
対
応
す
る
と
と

も
に
、
県
内
外
の
事
例
研

究
、情
報
収
集
に
努
め
る
。

み
や
遊
休
農
地
の
再
生
利

用
な
ど
を
意
欲
的
に
行
う

農
業
者
を
支
援
す
る
「
軽

米
町
農
業
担
い
手
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
事
業
」を
創
設
。

地
域
の
中
心
経
営
体
へ
の

農
地
の
集
積
・
集
約
化
に

繋
げ
て
遊
休
農
地
を
再
生

利
用
す
る
こ
と
で
、
農
地

が
緩
衝
地
帯
と
な
り
野
生

動
物
の
出
没
が
抑
制
さ
れ

る
事
も
期
待
し
て
い
る
。

【
問
】　
担
い
手
育
成
と

人
材
不
足
対
策
と

し
て
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
を
作
る
こ
と

で
農
業
支
援
に
も
な
り
町

の
移
住
と
若
者
の
定
住
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
、
現

る
方
へ
ご
案
内
し
、
申
請

受
付
を
実
施
し
て
い
る
。

　

祝
金
の
増
額
に
つ
い
て

は
、
国
の
子
育
て
施
策
や

動
向
を
踏
ま
え
、
今
後
も

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
、
継
続
的
か
つ
多

角
的
な
子
育
て
支
援
の
充

実
を
優
先
し
て
い
く
。

耕作放棄地の増加は、害虫・鳥獣被害の増加
にもつながるため早急な対策が求められます

遊休農地とは、昔は田畑だったが、今
は使われておらず、今後も使う予定の
ない農地のことです

この組合を設立することで、業者側は人材
不足解消、移住者・組合員側は安定雇用と
キャリア形成、地域全体としては移住者促
進と担い手確保による活性化に繫がります

特定地域づくり事業協同組合制度の詳細
については、それぞれ下記の QR コード
からご確認いただけます

総務省 岩手県
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一般質問

田田
た む らた む ら

村村　せつ　せつ

問問熊被害防止の取り組みは
防災行政無線による緊急放送や軽米町
公式ＬＩＮＥでの情報発信・周知

【
問
】　　
地
域
の
通
い
の

場
ま
で
移
動
す
る

こ
と
や
外
出
す
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
に
ど
の
よ

う
な
関
わ
り
を
し
て
い
く

の
か
。

【
町
長
】　

高
齢
に
な
っ
て

地
域
の
通
い
の
場
ま
で
歩

い
て
い
く
こ
と
が
大
変
だ

等
の
声
が
あ
り
、
個
人
的

に
通
い
の
場
ま
で
送
迎
し

て
い
る
方
か
ら
は
万
が
一

事
故
な
ど
に
あ
っ
た
場
合

の
対
応
が
心
配
だ
と
い
う

声
が
あ
る
。
町
と
し
て
も

更
な
る
通
い
の
場
の
充
実

と
拡
充
を
図
る
た
め
、
通

い
の
場
ま
で
の
移
動
や
送

迎
で
困
っ
て
い
る
人
を
支

援
す
る
互
助
・
共
助
の
取

組
を
進
め
る
こ
と
を
テ
ー

【
問
】　　
か
る
ま
い
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー

「
宇
漢
米
館
」
建
設
予

定
地
か
ら
出
土
し
た
医

療
廃
棄
物
の
撤
去
費
用

１
億
９
千
万
円
余
り
の
損

害
賠
償
を
求
め
、
令
和
４

年
８
月
に
岩
手
県
を
提
訴

し
た
。
そ
の
後
３
年
以
上

経
過
し
て
い
る
が
、
裁
判

の
経
過
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

【
町
長
】　

令
和
７
年
５
月

に
和
解
に
向
け
た
裁
判
所

の
考
え
方
の
説
明
と
和
解

金
額
の
査
定
に
必
要
な
立

証
を
補
充
す
る
よ
う
指
示

を
受
け
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
７
月
、
10
月

マ
と
し
、
移
動
支
援
、
外

出
支
援
に
つ
い
て
の
勉
強

会
や
視
察
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
通
い
の

場
の
活
動
に
つ
い
て
、
実

態
把
握
を
行
い
、
す
で
に

送
迎
を
実
施
し
て
い
る
、

ま
た
、
実
施
し
よ
う
と
し

て
い
る
住
民
の
方
々
と
連

携
、
協
議
を
行
い
な
が
ら

地
域
の
主
体
的
な
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
く
。

に
原
告
と
被
告
双
方
が
裁

判
所
の
考
え
等
に
対
す
る

意
見
を
付
し
た
準
備
書
面

等
を
提
出
し
、
令
和
８
年

１
月
22
日
に
、
被
告
岩
手

県
が
和
解
に
係
る
裁
判
所

の
考
え
方
に
対
す
る
当
方

準
備
書
面
へ
の
反
論
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

　

長
期
化
に
よ
り
弁
護
士

費
用
の
負
担
は
増
え
る

が
、
訴
訟
結
果
を
町
民
か

ら
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
安
易
な
妥
協
で
は

な
く
、
主
張
す
べ
き
点
は

し
っ
か
り
示
し
な
が
ら
、

裁
判
所
の
判
断
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

熊の出没について

町長町長

移
動
困
難
な
高
齢
者
へ
の

支
援
は

移
動
支
援
、
外
出
支
援
に
つ
い
て
勉

移
動
支
援
、
外
出
支
援
に
つ
い
て
勉

強
会
や
視
察
研
修
を
実
施
し
て
い
る

強
会
や
視
察
研
修
を
実
施
し
て
い
る

問問町
長
町
長

高齢者福祉サービスの充実 損害賠償訴訟の経過

１
月
に
岩
手
県
が
反
論
を
行
う

１
月
に
岩
手
県
が
反
論
を
行
う

問問町
長
町
長

【
問
】　　
熊
被
害
防
止
の

取
り
組
み
は
。

【
町
長
】　

防
災
無
線
に
よ

る
緊
急
放
送
や
軽
米
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

で
被
害
防
止
に
向
け
た
情

報
を
発
信
し
周
知
し
て
い

る
。
ま
た
、
農
作
物
等
の

被
害
相
談
に
は
現
地
確
認

を
実
施
し
、
農
作
物
な
ど

の
収
穫
残ざ
ん
さ渣

の
処
理
や
薮

の
刈
り
払
い
等
の
指
導
を

徹
底
し
て
い
る
。

【
問
】　　
熊
出
没
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
時
の

対
応
や
対
策
は
。

【
町
長
】　

熊
の
出
没
情
報

は
11
月
21
日
時
点
で
30
件

寄
せ
ら
れ
た
。
対
応
や
対

策
は
、
熊
の
出
没
情
報
が

あ
っ
た
場
所
が
農
地
や
宅

地
、
住
宅
密
集
地
で
人
的

被
害
の
危
険
性
が
高
い
場

所
は
速
や
か
に
防
災
行
政

無
線
で
注
意
喚
起
を
行

い
、
教
育
機
関
、
保
育
施

設
、
二
戸
警
察
署
、
消
防

署
、
保
健
福
祉
環
境
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
情
報
を
共

有
し
て
い
る
。
ま
た
、
軽

米
町
猟
友
会
と
連
携
し

て
、
現
地
確
認
を
行
い
状

況
に
よ
り
「
追
い
払
い
」

や
「
わ
な
の
設
置
」
を
実

施
し
て
い
る
。
わ
な
を
設

置
し
た
際
は
付
近
に
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

熊
の
出
没
頻
度
や
わ
な
の

設
置
場
所
が
妥
当
で
あ
る

か
な
ど
見
回
り
は
毎
日

行
っ
て
い
る
。
熊
が
わ
な

に
か
か
っ
た
際
に
は
、
迅

速
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
る
。
今
後
も
、

実
施
事
例
や
研
究
成
果
等

を
取
り
入
れ
、
実
効
性
の

あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
る

よ
う
努
め
る
。

３
年
経
過
の
裁
判
の
状
況
は

一般質問

中中
なかむらなかむら

村村　　正正
ま さ しま さ し

志志

問問観光施設のトイレ改修を
雪谷川ダムフォリストパーク・軽米の

トイレを新年度予算で

観光施設のにぎわいづくり

町長町長

【
問
】　
雪
谷
川
ダ
ム

フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー

ク
・
軽
米
と
ミ
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
及
び

利
用
状
況
を
伺
う
。

【
町
長
】　

雪
谷
川
ダ
ム

フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー
ク
・
軽

米
の
森
と
水
と
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
間
中
の
来
場
者
数
は

１
万
９
２
８
８
人
、
う
ち

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園
へ
の
入

園
者
数
は
１
万
４
０
３
１

人
と
昨
年
よ
り
少
な
か
っ

た
が
、
４
月
、
５
月
の
入

込
数
合
計
で
は
２
万
人
を

超
え
る
来
場
者
だ
っ
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園
に
代
わ

る
観
光
資
源
が
乏
し
い
た

め
、
あ
じ
さ
い
の
整
備
を

進
め
て
い
る
が
、
あ
じ
さ

い
祭
り
の
開
催
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　

ミ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
は
な
い

が
、
入
込
数
と
し
て
は
、

月
平
均
６
０
０
人
前
後
と

横
ば
い
。
宿
泊
者
数
は
増

加
し
て
い
る
。

【
問
】　
両
施
設
と
も
老

朽
化
し
て
い
る

が
、
特
に
ト
イ
レ
の
改
修

に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

【
町
長
】　

両
施
設
と
も

オ
ー
プ
ン
か
ら
30
年
以
上

経
過
し
て
お
り
、
特
に
も

雪
谷
川
ダ
ム
フ
ォ
リ
ス
ト

パ
ー
ク
・
軽
米
の
ト
イ
レ

は
早
急
な
改
修
が
必
要
と

考
え
、
新
年
度
予
算
に
盛

り
込
む
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。

【
問
】　
観
光
協
会
を
法

人
化
し
、
施
設
活

用
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

ゴミの管理徹底、庭木の剪定で隠れ
る場所をなくすなど、各家庭での熊
を寄せ付けない工夫が大切です

高齢者の移動支援は、単なる移動手段の
提供だけでなく、介護予防や生きがいづ
くりにも繫がります

【
町
長
】　

他
市
町
村
の
実

態
等
を
調
査
し
、
時
間
を

か
け
見
極
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
観
光
協
会

の
独
立
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
く
、
町
に
合
っ
た

形
で
の
施
設
の
活
用
、
イ

ベ
ン
ト
の
充
実
が
図
ら
れ

る
体
制
づ
く
り
を
今
後
も

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

雪谷川ダムフォリストパーク・軽米では、
春になると約 15 万本のチューリップが
咲き、多くの観光客でにぎわいます
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細細
ほ そ や ちほ そ や ち

谷地谷地  多多
た も んた も ん

門門

問問修理、修繕等の依頼現状は
岩手県文化財保護審議委員の派遣を
依頼し、現地での調査を行うことで調整

【
問
】　　
令
和
６
年
５
月

に
農
地
所
有
者
に

対
し
て
行
っ
た
「
将
来
の

農
業
経
営
の
意
向
」・「
将

来
の
農
地
利
用
の
意
向
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ

い
て
伺
う
。

【
町
長
】　

現
在
、
営
農
し

て
い
る
と
回
答
し
た
方
の

う
ち
、今
後
農
業
を
継
続
・

拡
大
す
る
意
向
の
農
地
所

有
者
は
約
６
割
。
約
４
割

の
農
地
所
有
者
が
規
模
縮

小
、
あ
る
い
は
農
業
を
辞

め
た
い
と
の
意
向
で
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
将

来
の
農
地
利
用
が
未
定
。

【
問
】　
軽
米
町
の
基
幹

産
業
と
言
わ
れ
る

農
業
を
持
続
・
振
興
さ
せ

て
い
く
た
め
の
地
域
計
画

を
伺
う
。

【
町
長
】　

担
い
手
確
保
の

更
な
る
取
り
組
み
を
進

め
、ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
や
遊
休

農
地
の
再
生
利
用
な
ど
を

意
欲
的
に
行
う
農
業
者
を

支
援
す
る
た
め
「
軽
米
町

農
業
者
担
い
手
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
事
業
」
を
創
設
し

た
。
こ
の
事
業
を
多
く
の

農
業
者
に
活
用
い
た
だ
き

農
作
業
の
省
力
化
・
効
率

化
、
農
地
の
集
積
・
集
約

化
に
繋
げ
、
地
域
計
画
の

実
現
を
図
っ
て
い
く
。

文化財保護について

教育長教育長

農業政策について 軽米高校への今後の支援

支
援
事
業
を
活
用
し
省
力
化
・
集
約

支
援
事
業
を
活
用
し
省
力
化
・
集
約

化
に
繋
げ
、
地
域
計
画
の
実
現
を

化
に
繋
げ
、
地
域
計
画
の
実
現
を

教
育
環
境
の
構
築
に
引
き
続
き
取

教
育
環
境
の
構
築
に
引
き
続
き
取

り
組
み
、
さ
ら
な
る
拡
充
を
検
討

り
組
み
、
さ
ら
な
る
拡
充
を
検
討

問問 問問町
長
町
長

町
長
町
長

農
業
を
持
続
・
振
興
さ
せ
る

た
め
の
地
域
計
画
は

軽
米
高
校
へ
の今

後
の
支
援
は

一般質問

茶茶
ち ゃ やち ゃ や

屋屋　　隆隆
たかしたかし

問問 ( 株 ) フレッシュチキン軽米
の現況は

企業では従業員と個別面談を実施

誘致企業について

町長町長

一般質問

【
問
】　(

株)

フ
レ
ッ

シ
ュ
チ
キ
ン
軽
米

が
令
和
８
年
３
月
で
会
社

を
閉
鎖
し
、
撤
退
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
現
況

を
伺
う
。

【
町
長
】　

工
場
を
閉
鎖
し

解
散
す
る
理
由
と
し
て

は
、
昭
和
54
年
の
工
場
稼

働
か
ら
す
で
に
45
年
以
上

が
経
過
し
、
建
屋
及
び
施

設
設
備
の
老
朽
化
が
進

み
、
そ
の
更
新
の
費
用
が

高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
事
業
を
継
続
す
る

こ
と
が
難
し
い
と
の
説
明

を
受
け
て
い
る
。
企
業
で

は
従
業
員
と
個
別
面
談
を

実
施
。
地
元
に
あ
る
別
の

企
業
に
就
職
を
希
望
す
る

か
、
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の

残
留
を
希
望
す
る
か
、
別

の
業
態
を
希
望
す
る
か
な

ど
聞
き
取
り
、
希
望
に
添

え
る
よ
う
会
社
が
責
任
を

持
っ
て
対
応
し
、
工
場
閉

鎖
ま
で
の
令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で
は
、
給
料
を
保

証
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
雇
用
関
係

等
の
相
談
窓
口
を
庁
舎
１

階
と
軽
米
町
商
工
会
に
設

置
す
る
と
と
も
に
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
関
係

機
関
等
と
も
連
携
し
な
が

ら
各
種
相
談
に
対
応
し
て

い
く
。　

【
問
】　
今
後
も
誘
致
企

業
の
閉
鎖
・
撤
退

が
危
惧
さ
れ
る
が
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
対
応
、
施

策
を
考
え
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】　

企
業
の
閉
鎖
、

撤
退
は
経
済
の
活
力
と
雇

用
の
場
を
失
う
こ
と
に
な

り
、
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
で
あ
る
た
め
、

雇
用
の
維
持
と
再
就
職
支

援
、
地
域
経
済
へ
の
影
響

緩
和
を
念
頭
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。　

【
問
】　
若
者
が
地
元
に

定
住
す
る
た
め
に

も
雇
用
の
場
が
必
要
。
今

後
、
中
・
長
期
的
な
取
り

組
み
と
し
て
ど
の
よ
う
な

【
問
】　
軽
米
高
校
存
続

の
た
め
、
新
し
く

高
校
の
魅
力
の
発
信
、
さ

ら
な
る
新
し
い
支
援
が
必

要
。今
後
の
町
の
考
え
は
。

【
町
長
】　

今
後
に
お
け
る

新
し
い
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
令
和
９
年
度
以

降
の
学
級
増
を
実
現
す
る

た
め
、
入
学
者
増
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
軽
米
高

校
で
希
望
す
る
支
援
内
容

と
の
調
整
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
制
服
購
入
助
成
や

副
食
給
食
の
提
供
、
通
学

費
助
成
な
ど
、
教
育
環
境

の
構
築
に
引
き
続
き
取
り

組
む
と
と
も
に
、
更
な
る

拡
充
を
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】　　
徳
楽
寺
に
現
存

す
る
重
要
文
化
財

に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
長
】　

岩
手
県
指
定

有
形
文
化
財
と
し
て
木
造

薬
師
如
来
坐
像
と
木
造
脇

侍
菩
薩
立
像
が
あ
る
。
軽

米
町
指
定
文
化
財
と
し
て

は
、
木
造
二
天
王
像
が
２

体
、
木
造
十
二
神
将
像
が

９
体
。
ま
た
、
徳
楽
寺
の

薬
師
堂
と
そ
の
堂
内
に
安

置
さ
れ
て
い
る
絵
馬
18
点

も
軽
米
町
有
形
民
俗
文
化

財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
。

【
問
】　
軽
米
町
文
化
財

保
護
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て

き
た
の
か
。

【
教
育
長
】　

文
化
財
と
し

て
指
定
後
は
、
所
有
者
に

対
し
、
助
言
や
指
導
を
行

い
、
現
状
を
変
更
す
る
場

合
に
は
、
教
育
委
員
会
の

許
可
を
要
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
管
理
や

修
理
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
規
定
が
あ

り
、
町
と
し
て
も
貴
重
な

文
化
財
の
保
存
の
た
め
に

一
定
の
責
任
を
果
た
す
こ

と
と
し
て
い
る
。

【
問
】　
岩
手
県
指
定
保

護
有
形
文
化
財
の

修
理
、
修
繕
等
の
依
頼
現

状
は
。

【
教
育
長
】　

令
和
６
年
８

月
に
岩
手
県
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
薬
師

如
来
坐
像
等
の
修
理
に
か

か
る
要
望
が
あ
り
、
内
部

で
検
討
を
進
め
、
現
在
岩

手
県
に
対
し
修
理
に
係
る

補
助
金
を
令
和
８
年
度
内

に
受
け
る
た
め
、
申
請
手

続
き
を
進
め
て
い
る
。
県

指
定
文
化
財
の
現
状
変
更

を
行
う
に
は
岩
手
県
教
育

委
員
会
の
許
可
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
岩
手
県

文
化
財
保
護
審
議
委
員
の

派
遣
を
依
頼
し
て
い
る
。

12
月
ま
た
は
、
来
年
１
月

に
現
地
で
の
調
査
を
行
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
る
。

農業の持続・振興には、担い手の
確保・育成、そして地域全体で農
業を支える体制の構築が重要です

対
応
、
施
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

【
町
長
】　

さ
ま
ざ
ま
な
働

き
方
に
対
応
し
た
若
者
が

望
む
よ
う
な
企
業
や
、
町

の
特
性
を
生
か
せ
る
農

業
、
地
元
企
業
に
も
経
済

効
果
が
波
及
す
る
よ
う
な

企
業
な
ど
を
意
識
し
て
、

新
た
な
企
業
誘
致
に
努
め

る
。　
　

誘致企業とは、地方自治体や国が地域経済の活
性化、雇用創出などを目的に本社や工場などを

「誘い寄せて進出させた企業」のことです
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江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家  静静
し ず こし ず こ

子子

就学費負担

問問小中学生の就学費負担軽減
学校就学費負担は少なくない教育長教育長

一般質問

鳥獣対策

猟
友
会
と
連
携
し
見
回
り
、

猟
友
会
と
連
携
し
見
回
り
、

わ
な
設
置
等

わ
な
設
置
等

問問町
長
町
長

町
民
の
不
安
に
応
え
る

　
　
　
熊
な
ど
へ
の
対
策
は

【
問
】　　
町
内
の
熊
の
出

没
状
況
。
不
要
な

果
樹
の
伐
採
や
空
き
家
の

草
刈
り
を
町
で
援
助
で
き

な
い
か
。
県
に
河
川
敷
刈

り
払
い
を
要
望
す
る
こ

と
、
森
林
環
境
税
を
活
用

し
て
集
落
周
辺
の
刈
払
い

で
き
な
い
か
。

【
町
長
】　

熊
の
出
没
状
況

は
11
月
21
日
時
点
で
30

件
。
不
要
な
果
樹
伐
採
、

空
き
家
対
策
・
草
刈
経
費

援
助
に
つ
い
て
は
現
状
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
近

隣
市
町
村
の
現
状
を
調
査

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　

森
林
環
境
税
の
活
用
は

制
度
の
趣
旨
か
ら
精
査
が

必
要
で
あ
る
。

対
象
世
帯
に
８
千
円
の
支
給
を
検
討

対
象
世
帯
に
８
千
円
の
支
給
を
検
討

問問町
長
町
長

福
祉
灯
油
に
つ
い
て

【
問
】　　
昨
年
よ
り
も
支

給
世
帯
と
上
乗
せ

分
を
拡
大
し
て
支
給
し
、

対
象
世
帯
に
郵
便
で
通
知

で
き
な
い
か
。

【
町
長
】　

県
の
交
付
要
綱

に
定
め
た
「
生
活
困
窮
者

世
帯
」
に
８
千
円
の
支
給

を
検
討
し
て
い
る
。
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
た
町

民
に
対
し
て
は
、
重
点
支

援
地
方
交
付
金
の
活
用
を

含
め
支
援
方
法
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
い
。

物価高騰対策

【
問
】　　
中
学
生
の
制
服

代
や
修
学
旅
行
費

用
等
の
就
学
費
の
負
担
軽

減
を
。

【
教
育
長
】　

学
校
教
育
費

の
全
国
平
均
は
、
公
立
小

学
校
８
万
１
７
５
３
円
、

中
学
校
１
５
万
７
４
７
円

で
あ
り
、
決
し
て
少
な
く

な
い
金
額
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
。
中
学
生
制
服

代
に
つ
い
て
は
生
徒
間
、

男
女
間
で
購
入
金
額
の
差

異
が
大
き
く
補
助
の
平
等

性
確
保
が
難
し
い
。ま
た
、

財
源
の
裏
づ
け
も
必
要
で

あ
り
早
急
の
実
施
は
難
し

い
。
修
学
旅
行
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
就
学
援
助
費

制
度
な
ど
と
の
整
合
性
や

学
校
ご
と
の
金
額
の
差
異

の
分
析
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

【
問
】　　
中
学
生
制
服

や
、
小
学
生
の
運

動
着
は
い
く
ら
か
。

【
教
育
長
】
中
学
生
男
子

制
服（
学
生
服
と
ズ
ボ
ン
）

合
計
３
万
９
５
５
０
円
、

女
子
制
服(

夏
用
セ
ー

ラ
ー
服
半
袖
・
長
袖
、
冬

用
セ
ー
ラ
ー
服
、
ス
カ
ー

ト
）
合
計
５
万
２
２
５
０

円
。
小
学
生
運
動
着
、
低

学
年
１
万
８
７
２
０
円
、

高
学
年
２
万
１
３
８
０

円
。

【
問
】　
就
学
費
の
負
担

軽
減
の
た
め
入
学

祝
金
制
度
を
創
設
し
て
は

ど
う
か
。

【
町
長
】　

子
育
て
は
お
金

が
か
か
る
と
思
っ
て
い

る
。
医
療
費
・
給
食
費
・

保
育
料
に
続
き
、
こ
れ
か

ら
も
子
育
て
政
策
を
拡
充

し
て
い
き
た
い
。

雫石町では、子育て応援入学祝金を支給
する取り組みを行っています

おめでとうございます
旭日双光章旭日双光章

　松浦求
もとむ

さん（前町議会議長）が、令和７年秋の叙勲で
「旭
きょくじつそうこうしょう

日双光章」を受章されました。松浦さんは、町議会議
員を８期（32年間）、うち平成 23年５月から２期８年間、
町議会議長を務められました。
　12 月 12 日には、軽米町役場町長室にて叙勲伝達式が
行われ、町長より勲記と勲章が贈られました。
　町議会からは、松浦満雄議長より花束が手渡されました。

産業建設常任委員会の活動報告
しりうち地域づくり協同組合の取組を視察

　知内町はニラの産地で 22 組合員と６

名の従業員で運営していた。組合事務局

員として地域おこし協力隊を派遣、JA の

出荷調整施設を利用した順調な組合運営

をしているようだった。またアプリでの

ワーカーのスケジュール管理をするなど

常に問題点を解決しながらの組合運営を

していて今後の取り組みの参考になった。

　JA 共撰所の仕事をメインに、冬期間は

除雪作業を請け負うなど作業の平準化を

図り、ラインワークスアプリを利用した

シフト等の管理を実施していた。町から

の補助金 9,377 千円や、地域おこし協力

隊の派遣を受け、安定した経営を行って

いる。メインとなる仕事がなければ安定

的な運営が成り立たないと感じた。

　つなぐ、育てる、支えあう。地域を「ひ

とつ」の職場に。

　ニラの生産量が北海道一の知内町。し

かし、労働力不足、厳しい通年雇用、募

集しても人が集まらないなど、課題山積。

　課題解決に向け役場が立ち上がった。

職員の熱意が組合を誕生させ、軌道に乗

せた。素晴らしいの一言に尽きる。

　北海道知内町は、ハウス栽培でニラな

どを一年中育て、収穫・出荷していた。

温度管理等は必要だが、太陽光発電など

の自然エネルギーを活用し、軽米町でも

ワラビ、うるい、アスパラガス、ミョウ

ガなど苗から育てられる野菜等の栽培が

できればいいなと感じた。

　組合の設立までの経緯、現状、課題等

資料を基に説明を伺った。道内一の生産

量を誇るニラ。ほぼ通年で作業があり、

人口農業者が減っているものの生産額は

増えている。農業者から町内で労働力が

確保できないと等の声があり、マルチワー

カー派遣の事業を役場、JA 一体となって

取り組んでいる状況を学んできた。

職員の熱意、職員の熱意、

素晴らしい素晴らしい
中村正志委員

自然エネルギーを自然エネルギーを

活用した栽培活用した栽培
甲斐鉦康委員

安定的な運営安定的な運営

松浦満雄委員

一体となった一体となった
取り組み取り組み

細谷地多門副委員長

順調な組合運営順調な組合運営

上山誠委員長

事務局、担当課との集合写真
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
上
山
誠
委
員

長
）
は
11
月
18
日
北
海
道
知
内
町
の
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
を
視
察
し
ま

し
た
。
知
内
町
で
は
、
人
材
雇
用
等
の
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
２
０
２
４

年
４
月
「
し
り
う
ち
地
域
づ
く
り
協
同
組

合
」
を
設
立
し
、
地
域
の
担
い
手
を
育
成

し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

次は
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か
る
ま
い

 

議
会
だ
よ
り

議
会
報
編
集
常
任
委
員
会

軽米町議会だよ
りはこちらから

かるまいかるまい町町にに住住んでみてんでみて

い
る
中
で
、
人
間
関
係
の
も
ろ
さ

や
不
安
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
移
住
し
て

き
た
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
軽
米

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
身
を
お

い
て
い
る
と
、
都
会
で
は
得
ら
れ

な
か
っ
た
安
心
感
を
感
じ
ま
す
。

☟
他
の
市
町
村
が
良
い
と
思
う
と

こ
ろ
は
？

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
特
別
な
買
い

物
を
し
た
い
と
き
は
、
他
の
市
町

村
で
、
大
き
な
商
業
施
設
が
あ
る

と
こ
ろ
は
便
利
で
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
　

 

貴
重
な
ス
キ
ル
を
将
来
に

☟
軽
米
町
に
望
む
こ
と
は
？

　
町
の
産
業
を
支
え
て
い
る
方
、

伝
統
芸
能
、
手
仕
事
な
ど
、
貴
重

で
高
い
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
る
方

が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
、
そ
れ
ら
を
ぜ
ひ
将
来
に
わ

た
っ
て
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

再
エ
ネ
が
き
っ
か
け

☟
軽
米
町
で
暮
ら
す
き
っ
か
け
は
？

　

埼
玉
の
会
社
で
働
い
て
い
て
、

ち
ょ
う
ど
転
職
し
よ
う
か
ど
う
か

考
え
て
い
た
時
に
、
た
ま
た
ま
前

に
お
世
話
に
な
っ
た
再
エ
ネ
の
会

社
の
社
長
さ
ん
か
ら
、
軽
米
の
仕

事
の
話
を
聞
い
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

    

人
と
の
つ
な
が
り

☟
他
の
市
町
村
と
比
べ
て
軽
米
町
の
ほ

う
が
良
い
と
思
う
と
こ
ろ
は
？

　

軽
米
で
は
、
人
と
人
、
そ
し
て

地
域
と
の
結
び
つ
き
を
強
く
感
じ

ま
す
。
そ
れ
は
、町
の
皆
さ
ん
が
、

日
ご
ろ
か
ら
地
域
や
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
、
そ
ん

な
土
壌
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
人
は
一
人
で
生
き
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
多
く
の
方
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
当
た
り
前
の

こ
と
を
、
軽
米
で
の
生
活
の
中
で

改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
都
会

は
人
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
自

分
に
と
っ
て
も
相
手
に
と
っ
て
も

「
代
わ
り
の
人
」
が
い
く
ら
で
も
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に
来
ら
れ
た

方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会
議
員

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
埼玉県草加市出身　（沢里・50代）埼玉県草加市出身　（沢里・50代）
　　　　　　　地域おこし協力隊　　　　　　　地域おこし協力隊

おかべおかべ　   　 　　   　 　ゆうこゆうこ

岡部　裕子 さん


